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（５）赤坂周辺地区 

１）赤坂周辺地区における災害リスクの現況と課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

凡例

安定度の低い急傾斜地

液状化の可能性が高い地点が含まれる

未整備の都市計画道路

細街路（幅員4m未満）

昼間人口密度1000人/ha以上

高層建築物

!! 避難所

広域避難場所

都市公園・1000㎡以上の児童遊園

特定緊急輸送道路

その他の緊急輸送道路

町丁目界

地区の境界

1 特定緊急輸送道路：地震発生時に避難や救急・消火活動、緊急物資輸送の大動

脈となる幹線道路である緊急輸送道路のうち、特に沿道の建築物の耐震化を推

進する必要のある道路 
2 急傾斜地崩壊危険箇所：「①がけ地の傾斜度が 30 度以上」、「②がけ地の高

さが 5ｍ以上」、「③被害想定地域内に人家や公共施設等が存在する」の 3 つ

の条件を満たす斜面 

3 ライフライン：水道、電気、ガス、通信等 

4 高層建築物：概ね高さ 31m に相当する 10 階層以上の建築物 

②⑤東京ミッドタウンでは大規模な高層建築物 4 ととも

に、オープンスペースが確保されていますが、地震発生

時に大量の帰宅困難者が発生する可能性があります。 

■地震系のリスクの現況と課題 

①建築物や構造物の耐震性能が十分でない場合には、地震

発生時に倒壊による道路閉塞の可能性があり、災害時の

避難や物資輸送等に支障をきたす可能性があります。 

②赤坂一～三丁目は、昼間人口密度が 1,000 人/ha 以上で

あり、地震発生時には大量の帰宅困難者が発生する可能

性があります。 

③赤坂七丁目等地区内には、安定度の低い急傾斜地※が 4

か所あります。 

④赤坂八、九丁目を中心に、液状化の可能性が高い地点が

含まれる範囲※では、杭基礎でない建築物（戸建て住宅

等）やライフライン 3、道路等が液状化の被害を受ける

可能性があります。 

⑤高層建築物 4が多く存在しており、地震発生時に、エレ

ベーター停止等の被害を受ける可能性があります。 

①③緊急輸送道路の沿道に安定度の低い急傾斜地※があ

り、災害時の道路の閉塞により、物資輸送等に支障をき

たす可能性があります。 

①地震発生時に特定緊急輸送道

路 1 沿道の建物倒壊により、道

路の閉塞が発生し、物資輸送

等に支障をきたす可能性があ

ります。 

③④液状化の可能性が高い地点が含まれる範囲※と安定度

の低い急傾斜地※が重なっており、複合災害によるに被

害をもたらす可能性があります。 

0 200 400100
m¯

②昼間人口の密度が高い地区で

あり、大量の帰宅困難者が発

生する可能性があります。 

円通寺坂公園 

高橋是清翁記念公園 

一ツ木公園 

檜町公園 

氷川公園 

乃木公園 

補助 4号線 

環状 2号線 

桑田記念児童遊園 

※液状化危険度：東京湾北部地震（M7.3）を対象地震として想定しています。（平成 24 年度港区液状化シミュレーション結果より） 

敷地における地盤改良は反映されていません。また、液状化による影響は建築物の基礎構造によって異なります。 

※安定度の低い急傾斜地：急傾斜地崩壊危険箇所 2のうち、区が平成 23 年度に実施した工作物等基礎調査において、道路、公園に面している

がけ・よう壁等を対象に目視調査した結果、安定度が中または小と判定した箇所 

避難所 
 
災害対応施設（区役所、総合支所、 

警察署、消防署、病院） 

施設名

施設名

※ 

※ 
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■水害系のリスクの現況と課題 

⑥東海豪雨と同様の大雨が降った場合に、床上浸水が想定さ

れる地域が、外堀通り沿いの谷地を中心にあり、地下鉄駅、地

階を有する建築物では浸水による被害が発生する可能性が

あります。 

⑥建築物の地階への浸水により、被害が拡大

する可能性があります。 

⑥地下鉄駅への浸水により、被害が拡大する

可能性があります。 

⑥地下鉄駅への浸水により、被害が拡大する

可能性があります。 

¯

凡例

東海豪雨と同様の大雨による浸水深50cm以上

!! アンダーパス

地階を有する建築物

!! 避難所

町丁目界

地区の境界

0 200 400100
m

外堀通り 

※大雨による浸水想定区域：東海豪雨（総雨量 589mm，時間最大雨量 114mm）と同様の雨が港区全域に降った場合を想定しています。（港区浸水ハザードマップより） 

避難所 
 
災害対応施設（区役所、総合支所、 

警察署、消防署、病院） 

施設名

施設名

※ 
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２）赤坂周辺地区の地区別構想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

凡例

安定度の低い急傾斜地

液状化の可能性が高い地点が含まれる

未整備の都市計画道路

細街路（幅員4m未満）

昼間人口密度1000人/ha以上

東海豪雨と同様の大雨による浸水深50cm以上

!! アンダーパス

地階を有する建築物

帰宅困難者対策実施地区

（第一種市街地再開発事業による）

!! 避難所

広域避難場所

都市公園・1000㎡以上の児童遊園

特定緊急輸送道路

その他の緊急輸送道路

町丁目界

地区の境界

目標：地下空間での浸水被害の低減を図ります。 

■帰宅困難者対策 （②）急 

・帰宅困難者用の一時受入れ場所の確保  

・備蓄物資の保管場所の確保 

・平時から放置自転車や張り出し看板の除去等 

安全な道路空間の確保 

0 200 400100
m

■液状化対策 （④）急 

 

・地盤改良等の対策 

・液状化リスクの周知 

・対策の普及・啓発 

■浸水対策 （⑥） 緊 

 

 

・浸水リスクの周知、対策の普及・啓発 

・防水板の設置 

・電気設備の上層階への設置 

・土のうの配備 

■沿道建築物の耐震化（①a）重 

   特定緊急輸送道路 

・耐震化に関する助成の実施 

・耐震診断・耐震改修の実施 

■細街路の拡幅（①b）重 

 

・細街路の拡幅整備 

細街路（幅員4m未満）

■がけ・よう壁の対策（③）緊 

 

・斜面の改修・保護 

（特に緊急輸送道路沿道の安定度の低いがけ地） 

■高層建築物の対策（⑤）急 

・家具転倒防止 

・エレベーターの耐震化 

・備蓄、ライフライン機能の確保 

・避難空間の確保 

【施策の主体】 

黒色：区・区民・事業者による取組 

橙色：区による取組 

青色：区民・事業者による取組 

【施策の重要度】 

◆区全体 

緊：緊急性が高い 

急：早急に実施 

重：重要  

   ：地区内で特に重点的な

実施が必要な施策 

¯

東海豪雨と同様の大雨による浸水深50cm以上

!! アンダーパス

地階を有する建築物

円通寺坂公園 高橋是清翁記念公園 

檜町公園 

氷川公園 

乃木公園 

補助 4号線 

環状 2号線 

桑田記念児童遊園 

※液状化危険度：東京湾北部地震（M7.3）を対象地震として想定しています。（平成 24 年度港区液状化シミュレーション結果より） 

敷地における地盤改良は反映されていません。また、液状化による影響は建築物の基礎構造によって異なります。 

※大雨による浸水想定区域：東海豪雨（総雨量 589mm，時間最大雨量 114mm）と同様の雨が港区全域に降った場合を想定しています。（港区浸水ハザードマップより） 

※安定度の低い急傾斜地：急傾斜地崩壊危険箇所のうち、区が平成 23 年度に実施した工作物等基礎調査において、道路、公園に面しているがけ・よう壁等を対象に目視調

査した結果、安定度が中または小と判定した箇所 

避難所 
 
災害対応施設（区役所、総合支所、 

警察署、消防署、病院） 

施設名

施設名

※ 

※ 

※ 

安定度の低い急傾斜地
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平成 25 年 3 月 31 日時点 

液状化の可能性が高い地点が含まれる



115 

■赤坂周辺地区における課題と施策一覧 

 

 

 

●地震系 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【施策の重要度】 

◆区全体   緊：緊急性が高い 急：早急に実施 重：重要  

◆   ：赤坂周辺地区で特に重点的な実施が必要な施策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●水害系 

⑥
浸
水
対
策 

【課題】浸水被害の可能性の高い外堀通り沿道を中心に、浸水対策を行うことが

必要である。特に、赤坂見附駅、青山一丁目駅、溜池山王駅や赤坂二、

三丁目の地階を有する建築物等の地下空間では、地下への浸水を防ぐた

めに重点的に浸水対策を行うことが必要である。 

【施策】ハザードマップにより浸水リスクを周知し、特に不特定多数の利用者が

想定される地下鉄駅等の地下空間を対象に重点的に、浸水対策の実施に

ついて普及・啓発する。また、建築物所有者を対象に雨水浸透、貯留施

設の設置を誘導する。 

    浸水が想定される地域の建築物所有者等は、防水板の設置、電気設備の

上層階への設置や土のうの配備等の浸水対策に努める。 

建築物の所有者等は、雨水浸透ますや雨水貯留施設の設置に努める。 

 

 

①
a

沿
道
建
築
物
の
耐
震
化 

【課題】緊急輸送道路沿道の建物倒壊による物資輸送等への支障を防止するため、

沿道建築物の耐震化が必要である。 

【施策】東京都等と連携して沿道建築物の所有者に対する耐震診断助成や耐震改

修の働きかけなど、物資輸送機能の確保に向けた対策を進める。 

    特定緊急輸送道路沿道の建築物の所有者等は、東京都の条例に従い、耐

震診断や耐震補強等を行う。 

 

①
b

細
街
路
の
拡
幅 

【課題】細街路の多い赤坂四丁目を中心に、地震発生時の道路閉塞を防止するた

め細街路の拡幅整備が必要である。 

【施策】細街路の拡幅整備を進める。 

    細街路沿道の土地所有者は、新築・改築等の機を捉え細街路の拡幅に努

める。 

 

②
帰
宅
困
難
者
対
策 

【課題】特に赤坂見附駅・溜池山王駅周辺で昼間人口が多く、昼間に災害が発生

した場合に多くの帰宅困難者が発生する可能性があり、帰宅困難者対策

が必要である。 

【施策】事業者等と協定を結び、帰宅困難者の一時受入れ場所や物資の保管場所

を確保する。また、平時から放置自転車や張り出し看板等を除去するこ

とで帰宅時に支障のない安全な道路空間を確保する。 

    事業者は、災害時において従業員の一斉帰宅の抑制に努めるとともに、

帰宅困難者対策のための備蓄や待機場所の確保に努める。 

 

③
が
け
・
よ
う
壁
の
対
策 

【課題】地区の中央部を中心に、安定度の低い急傾斜地の崩壊を防止するため、

斜面の改修・保護が必要である。 

【施策】安定度の低い急傾斜地に関する周知と対策の実施に関する指導を行う。

公共用地については詳細な調査を実施の上、その結果を踏まえて対策を

実施する。 

安定度の低い急傾斜地の所有者は、斜面の改修・保護に努める。 

 

④
液
状
化
対
策 

【課題】赤坂八、九丁目を中心に、液状化の可能性が高い地点が含まれる範囲と

なっているため、液状化対策が必要である。 

【施策】液状化リスクを周知するとともに、ライフライン企業者に対して避難所

等の災害応急対応施設周辺の液状化対策の早期実施を要請する。 

液状化リスクのある地域の建築物の所有者は、地盤改良等の液状化対策

に主体的に取り組む。また、ライフライン企業者は、災害応急対応施設

周辺の管路等の液状化対策の早期実施に努める。 

 

⑤
高
層
建
築
物
の
対
策 

【課題】高層建築物では、長周期地震動への対応やエレベーター停止等による上

下移動への負担など、特有の被害への対応が必要である。 

【施策】エレベーターの耐震化や、家具転倒防止装置の設置、ライフライン機能

の確保のほか、７日間程度の備蓄等を行うよう普及・啓発する。  

区民・事業者は、エレベーターの耐震化や家具転倒防止装置の設置、ラ

イフライン機能の確保や７日間程度の備蓄等に努める。また、敷地内に

住民等の避難空間の確保に努める。 

 

取組主体：橙色：区による取組 ｜ 青色：区民・事業者による取組 

緊 

急 

重 

緊 
よう壁 

浸水対策 

帰宅困難者 

沿道の耐震化 

土のう 

重 細街路の拡幅 

急 
地盤改良 

急 

エレベーター 
閉じ込め対策用品 
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（６）青山周辺地区 

１）青山周辺地区における災害リスクの現況と課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0

凡例

液状化の可能性が高い地点が含まれる

未整備の都市計画道路

細街路（幅員4m未満）

高層建築物

!! 避難所

広域避難場所

都市公園・1000㎡以上の児童遊園

特定緊急輸送道路

その他の緊急輸送道路

町丁目界

地区の境界

■地震系のリスクの現況と課題 

①建築物や構造物の耐震性能が十分でない場合には、地震発

生時に倒壊による道路閉塞の可能性があり、避難所や広域

避難場所周辺に幅員4m未満の細街路が多く存在している南

青山三、四丁目、北青山三丁目を中心に、災害時の避難や

物資輸送等に支障をきたす可能性があります。 

②南青山四丁目を中心に、液状化の可能性が高い地点が含ま

れる範囲※では、杭基礎でない建築物（戸建て住宅等）やラ

イフライン 1、道路等が液状化の被害を受ける可能性があり

ます。 

1 ライフライン：水道、電気、ガス、通信等 

2 特定緊急輸送道路：地震発生時に避難や救急・消火活動、緊急物資輸送の大動脈となる幹線道

路である緊急輸送道路のうち、特に沿道の建築物の耐震化を推進する必要のある道路 

①都市計画道路の補助 23 号線が未整備となっており、

地震発生時の避難や応急対応に支障をきたす可能性

があります。 

①幅員 4m 未満の細街路が多く、地震発生時に建物倒壊

により、道路閉塞が発生する可能性があります。特に、

広域避難場所である青山墓地へのアクセス路では、円

滑な避難に支障をきたす可能性があります。 

0 200 400100
m

①地震発生時に特定緊急輸送道路 2沿

道の建物倒壊により、道路の閉塞が

発生し、物資輸送等に支障をきたす

可能性があります。 

¯

①都市計画道路の補助 4 号線が未整

備となっており、地震発生時の避難

や応急対応に支障をきたす可能性

があります。 

青山公園 

北青山一丁目児童遊園 

青葉公園 

青山墓地 

補助 4号線 

補助 23 号線 

※液状化危険度：東京湾北部地震（M7.3）を対象地震として想定しています。（平成 24 年度港区液状化シミュレーショ

ン結果より）敷地における地盤改良は反映されていません。また、液状化による影響は建築物の基礎

構造によって異なります。 

避難所 
 
災害対応施設（区役所、総合支所、 

警察署、消防署、病院） 

施設名

施設名

※ 

116  

平成 25 年 3 月 31 日時点 
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1 アンダーパス：鉄道や道路などの下を通る地下道のことで、雨水等が集

中し冠水しやすい構造となっています。 

■水害系のリスクの現況と課題 

③東海豪雨と同様の大雨が降った場合に、床上浸水が想定され

る地域が、地区内に点在しており、地下鉄駅、地階を有する

建築物では浸水による被害が発生する可能性があります。 

③地下鉄駅への浸水により、被害が拡大する

可能性があります。 

0 200 400100
m¯

凡例

東海豪雨と同様の大雨による浸水深50cm以上

!! アンダーパス

地階を有する建築物

!! 避難所

町丁目界

地区の境界

③浸水予測区域内に存在する

アンダーパス 1 では、浸水

時に通行者等の被害が拡大

する可能性があります。 

※大雨による浸水想定区域：東海豪雨（総雨量 589mm，時間最大雨量 114mm）と同様の雨が港区全域に降った場合を想定しています。（港区浸水ハザードマップより） 

避難所 
 
災害対応施設（区役所、総合支所、 

警察署、消防署、病院） 

施設名

施設名

※ 
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２）青山周辺地区の地区別構想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

凡例

液状化の可能性が高い地点が含まれる

未整備の都市計画道路

細街路（幅員4m未満）

東海豪雨と同様の大雨による浸水深50cm以上

!! アンダーパス

地階を有する建築物

!! 避難所

広域避難場所

都市公園・1000㎡以上の児童遊園

特定緊急輸送道路

その他の緊急輸送道路

町丁目界

地区の境界

【施策の重要度】 

◆区全体 

緊：緊急性が高い 

急：早急に実施 

重：重要  

   ：地区内で特に重点的な

実施が必要な施策 

■細街路の拡幅（①a）重 

   細街路（幅員 4m 未満） 

・細街路の拡幅整備 

■浸水対策 （③） 緊 

 

 

 

・浸水リスクの周知、対策の普及・啓発 

・防水板の設置 

・電気設備の上層階への設置 

目標：細街路の拡幅によるリスクの低減により安全性の向上を図ります。 

■液状化対策 （②）急 

 

・地盤改良等の対策 

・液状化リスクの周知 

・対策の普及・啓発 

■沿道建築物の耐震化（①b）重 

   特定緊急輸送道路 

・耐震化に関する助成の実施 

・耐震診断・耐震改修の実施 

0 200 400100
m

■道路の整備 （①c）重 

  未整備の都市計画道路 

・都市計画道路の早期整備の要請 

¯

東海豪雨と同様の大雨による浸水深50cm以上

!! アンダーパス

地階を有する建築物

青山公園 

補助 4号線 

補助 23 号線 

【施策の主体】 

黒色：区・区民・事業者による取組 

橙色：区による取組 

青色：区民・事業者による取組 

北青山一丁目児童遊園 

青山墓地 

青葉公園 

※液状化危険度：東京湾北部地震（M7.3）を対象地震として想定しています。（平成 24 年度港区液状化シミュレーション結果より） 

敷地における地盤改良は反映されていません。また、液状化による影響は建築物の基礎構造によって異なります。 

※大雨による浸水想定区域：東海豪雨（総雨量 589mm，時間最大雨量 114mm）と同様の雨が港区全域に降った場合を想定しています。（港区浸水ハザードマップより） 

避難所 
 
災害対応施設（区役所、総合支所、 

警察署、消防署、病院） 

施設名

施設名

※ 

※ 
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液状化の可能性が高い地点が含まれる
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■青山周辺地区における課題と施策一覧 

 

 

 

 

●地震系 

①
a

細
街
路
の
拡
幅 

【課題】細街路の多い南青山三、四丁目、北青山三丁目を中心に、地震発生時の

道路閉塞を防止するため細街路の拡幅整備が必要である。 

【施策】細街路の拡幅整備を進める。 

    細街路沿道の土地所有者は、新築・改築等の機を捉え細街路の拡幅に努

める。 

 

①
b

沿
道
建
築
物
の
耐
震
化

【課題】緊急輸送道路沿道の建物倒壊による物資輸送等の支障を防止するため、

沿道建築物の耐震化が必要である。 

【施策】東京都等と連携して沿道建築物の所有者に対する耐震診断助成や耐震改

修の働きかけなど、物資輸送機能の確保に向けた対策を進める。 

    特定緊急輸送道路沿道の建築物の所有者等は、東京都の条例に従い、耐

震診断や耐震補強等を行う。 

 

 

①
c

道
路
の
整
備 

【課題】災害時においても道路機能が確保できるように、都市計画道路の整備が

必要である。 

【施策】未整備の都市計画道路（補助 4号線、補助 23 号線）の早期整備を東京都

に要請する。 

 

 

 

②
液
状
化
対
策 

【課題】南青山四丁目を中心に、液状化の可能性が高い地点が含まれる範囲とな

っているため、液状化対策が必要である。 

【施策】液状化リスクを周知するとともに、ライフライン企業者に対して避難所

等の災害応急対応施設周辺の液状化対策の早期実施を要請する。 

液状化リスクのある地域の建築物の所有者は、地盤改良等の液状化対策

に主体的に取り組む。また、ライフライン企業者は、災害応急対応施設

周辺の管路等の液状化対策の早期実施に努める。 

 

 

【施策の重要度】 

◆区全体   緊：緊急性が高い 急：早急に実施 重：重要  

◆   ：青山周辺地区で特に重点的な実施が必要な施策 

 

●水害系 

 ③
浸
水
対
策 

【課題】浸水被害の可能性の高い地域では浸水対策を行うことが必要である。特

に、青山一丁目駅や表参道駅、南青山五丁目の地階を有する建築物等の

地下空間では、地下への浸水を防ぐために重点的に浸水対策を行うこと

が必要である。 

【施策】ハザードマップにより浸水リスクを周知し、特に不特定多数の利用者が

想定される地下鉄駅等の地下空間を対象に重点的に、浸水対策の実施に

ついて普及・啓発する。また、建築物所有者を対象に雨水浸透、貯留施

設の設置を誘導する。 

    浸水リスクが高い地域の建築物所有者等は、防水板の設置、電気設備の

上層階への設置、土のうの配備等の浸水対策に努める。 

建築物の所有者等は、雨水浸透ますや雨水貯留施設の設置に努める。 

 

取組主体：橙色：区による取組 ｜ 青色：区民・事業者による取組 

緊 

重 

急 

地盤改良 

細街路の拡幅 

浸水対策 

土のう 

重 
沿道の耐震化 

重 広幅員の道路 
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（７）白金周辺地区 

１）白金周辺地区における災害リスクの現況と課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

凡例

建物倒壊危険度４

不燃領域率70%未満

液状化の可能性が高い地点が含まれる

未整備の都市計画道路

細街路（幅員4m未満）

高層建築物

!! 避難所

広域避難場所

都市公園・1000㎡以上の児童遊園

特定緊急輸送道路

その他の緊急輸送道路

町丁目界

地区の境界

③白金三、五、六丁目を中心に幅員 4m 未満の道路が多く、地震

発生時の道路交通に支障をきたす可能性があります。 

■地震系のリスクの現況と課題 

①白金六丁目は、不燃領域率 1 が延焼の可能性がある 70％未満と

なっており、区内で最も低い値となっています。 

②白金三丁目は、建物倒壊危険度 2 が区内で最大の４となってお

り、地震発生時には居住者の被災や道路閉塞が発生する可能性

があります。 

③建築物や構造物の耐震性能が十分でない場合には、地震発生時

に倒壊による道路閉塞の可能性があり、幅員 4m 未満の細街路が

多く存在している白金三、五、六丁目を中心に災害時の避難や

物資輸送等に支障をきたす可能性があります。 

④白金二丁目を中心に、液状化の可能性が高い地点が含まれる範

囲※では、杭基礎でない建築物（戸建て住宅等）やライフライン
4、道路等が液状化の被害を受ける可能性があります。 

1 不燃領域率：市街地の延焼性状を評価する指標の一つ（70%未満の場合、延焼の可能性がある

とされています） 

2 建物倒壊危険度：東京都が、建物倒壊の危険度を町丁目ごとに測定し 5 つのランクに分けて

評価（5 が最も危険）したもの 
3 特定緊急輸送道路：地震発生時に避難や救急・消火活動、緊急物資輸送の大動脈となる幹線

道路である緊急輸送道路のうち、特に沿道の建築物の耐震化を推進する必要のある道路 

4 ライフライン：水道、電気、ガス、通信等 

5 延焼遮断帯：延焼を遮断する機能を果たす道路等と沿道の耐火建築物等により構築される帯

状の不燃空間 

0 200 400100
m

②③白金三丁目は、平成 20 年の東京都

の調査で、建物倒壊危険度 2 が４とされ

ており、建築物の倒壊による建築物利

用者の被災や道路閉塞の可能性が高く

なっています。 

①延焼危険度が高い地域の周辺において、延焼

遮断帯 5となる都市計画道路が未整備となっ

ています。 

①白金六丁目は、平成 20 年の東京都の調査で、不燃領域率 1 が

70％未満とされており、火災による延焼が発生する可能性があ

ります。 

③地震発生時に特定緊急輸送道路
3 沿道の建物倒壊により、道路の

閉塞が発生し、物資輸送等に支

障をきたす可能性があります。 

¯

自然教育園 

白金台どんぐり児童遊園 

聖心女子学院 

白金志田町児童遊園 

白高児童遊園 

白金一丁目児童遊園 

白金公園 

三光児童遊園 
古川橋 

四之橋 新古川橋 五之橋 

亀屋橋 

補助 11 号線 

補助 23 号線 

放射 3号線 

環状 4号線 

※液状化危険度：東京湾北部地震（M7.3）を対象地震として想定しています。（平成 24 年度港区液状化シミュレーション結果より） 

敷地における地盤改良は反映されていません。また、液状化による影響は建築物の基礎構造によって異なります。 

避難所 
 
災害対応施設（区役所、総合支所、 

警察署、消防署、病院） 

施設名

施設名

※ 
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0 200 400100
m

■水害系のリスクの現況と課題 

⑤東海豪雨と同様の大雨が降った場合に、床上浸水が想定さ

れる地域が、白金一丁目や外苑西通り沿いの谷地を中心に

あり、地下鉄駅、地階を有する建築物では浸水による被害

が発生する可能性があります。 

⑥古川の護岸の一部や古川地下調節池が未整備（平成 27 年度

末完成予定）であり、1時間あたり 50mm 以上の降雨時には、

古川から水があふれ出る可能性があります。 

⑤建築物の地階への浸水により、被害が拡大

する可能性があります。 

⑤地下鉄駅への浸水によ

り、被害が拡大する可能

性があります。 

¯

凡例

東海豪雨と同様の大雨による浸水深50cm以上

地階を有する建築物

!! 避難所

町丁目界

地区の境界

※大雨による浸水想定区域：東海豪雨（総雨量 589mm，時間最大雨量 114mm）と同様の雨が港区全域に降った場合を想定しています。（港区浸水ハザードマップより） 

避難所 
 
災害対応施設（区役所、総合支所、 

警察署、消防署、病院） 

施設名

施設名

※ 



122 

 

２）白金周辺地区の地区別構想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

凡例

建物倒壊危険度４

不燃領域率70%未満

液状化の可能性が高い地点が含まれる

未整備の都市計画道路

細街路（幅員4m未満）

東海豪雨と同様の大雨による浸水深50cm以上

地階を有する建築物

!! 避難所

広域避難場所

都市公園・1000㎡以上の児童遊園

特定緊急輸送道路

その他の緊急輸送道路

町丁目界

地区の境界

■液状化対策 （④）急 

 

・地盤改良等の対策 

・液状化リスクの周知 

・対策の普及・啓発 

目標：延焼拡大と建物倒壊の危険度の低減を図ります。 

■建築物の不燃化 （①） 緊 

 

・建築物の不燃化 

・都市計画道路補助 11 号の早期拡幅

の要請 

・消火用水の確保 

■護岸の整備（⑥） 

・古川の護岸・調節池の早期整備の要請 

■建築物の耐震化（②）緊 

    

・建築物の耐震化 

・耐震化に関する助成の実施 

・耐震診断・耐震改修の実施 

■細街路の拡幅（③a）重 

   細街路（幅員 4m 未満） 

・細街路の拡幅整備 

■道路の整備 （③b）重 

  未整備の都市計画道路 

・都市計画道路の早期整備の要請  

【施策の主体】 

黒色：区・区民・事業者による取組 

橙色：区による取組 

青色：区民・事業者による取組 

【施策の重要度】 

◆区全体 

緊：緊急性が高い 

急：早急に実施 

重：重要  

 

   ：地区内で特に重点的な

実施が必要な施策 

0 200 400100
m¯

不燃領域率70%未満

東海豪雨と同様の大雨による浸水深50cm以上

!! アンダーパス

地階を有する建築物

自然教育園 

白金台どんぐり児童遊園 

聖心女子学院 

白金志田町児童遊園 
白高児童遊園 

白金一丁目児童遊園 

白金公園 

三光児童遊園 

■浸水対策 （⑤） 緊 

 

 

・浸水リスクの周知、対策の普及・啓発 

・防水板の設置 

・電気設備の上層階への設置 

・土のうの配備 

補助 11 号線 

放射 3号線 

環状 4号線 

東海豪雨と同様の大雨による浸水深50cm以上

地階を有する建築物

建物倒壊危険度　４

※液状化危険度：東京湾北部地震（M7.3）を対象地震として想定しています。（平成 24 年度港区液状化シミュレーション結果より） 

        敷地における地盤改良は反映されていません。また、液状化による影響は建築物の基礎構造によって異なります。 

※大雨による浸水想定区域：東海豪雨（総雨量 589mm，時間最大雨量 114mm）と同様の雨が港区全域に降った場合を想定しています。（港区浸水ハザードマップより） 

避難所 
 
災害対応施設（区役所、総合支所、 

警察署、消防署、病院） 

施設名

施設名

※ 

※ 
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平成 25 年 3 月 31 日時点 

液状化の可能性が高い地点が含まれる
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■白金周辺地区における課題と施策一覧 

 

 

 

●地震系 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【施策の重要度】 

◆区全体   緊：緊急性が高い 急：早急に実施 重：重要  

◆   ：白金周辺地区で特に重点的な実施が必要な施策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●水害系 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①
建
築
物
の
不
燃
化 

【課題】白金六丁目は不燃領域率が 52.6％と低いため、今後整備される延焼遮断

帯（都市計画道路補助 11 号線）の沿道を中心に、建築物の不燃化の向

上を図るほか、円滑な初期消火のため消火用水を確保する必要がある。 

【施策】東京都に対して、補助 11 号線の早期の拡幅整備を要請するとともに、沿

道を中心として不燃化を促進する。また、延焼危険度の高い白金６丁目

を中心に消火用水を確保する。 

    耐火性の低い建築物の所有者は、新築・改築等の機を捉え、不燃化に努

める。 

 

②
建
築
物
の
耐
震
化 

【課題】倒壊危険度が４となっている白金三丁目を中心に、地震発生時の建物倒

壊による人的被害や道路閉塞を防止するため、耐震化が必要である。 

【施策】耐震診断及び耐震改修工事等の耐震化に資する助成制度の普及を重点的

に進める。 

耐震性の低い建築物の所有者は、区の助成制度を活用する等して、耐震

診断や新築・改築等の機を捉え、耐震化に努める。 

 

③
a

細
街
路
の
拡
幅 

【課題】細街路の多い白金三、五、六丁目を中心に、地震発生時の道路閉塞を防

止するため細街路の拡幅整備が必要である。 

【施策】細街路の拡幅整備を進める。 

    細街路沿道の土地所有者は、新築・改築等の機を捉え細街路の拡幅に努

める。 

 

③
b

道
路
の
整
備 

【課題】災害時においても道路機能が確保できるように、都市計画道路の整備が

必要である。 

【施策】未整備の都市計画道路（補助 11 号）の早期整備を東京都に要請する。 

 

 

④
液
状
化
対
策 

【課題】白金二丁目を中心に、液状化の可能性が高い地点が含まれる範囲となっ

ているため、液状化対策が必要である。 

【施策】液状化リスクを周知するとともに、ライフライン企業者に対して避難所

等の災害応急対応施設周辺の液状化対策の早期実施を要請する。 

液状化リスクのある地域の建築物の所有者は、地盤改良等の液状化対策

に主体的に取り組む。また、ライフライン企業者は、災害応急対応施設

周辺の管路等の液状化対策の早期実施に努める。 

 

⑤
浸
水
対
策 

【課題】浸水被害の可能性の高い白金六丁目、白金台四丁目を中心に、浸水対策

を行うことが必要である。特に、白金台駅や白金一丁目の地階を有する

建築物等の地下空間では、地下への浸水を防ぐために重点的に浸水対策

を行うことが必要である。 

【施策】ハザードマップにより浸水リスクを周知し、特に不特定多数の利用者が

想定される地下鉄駅等の地下空間を対象に重点的に、浸水対策の実施に

ついて普及・啓発する。また、建築物所有者を対象に雨水浸透、貯留施

設の設置を誘導する。 

    浸水リスクが高い地域の建築物所有者等は、防水板の設置、電気設備の

上層階への設置、土のうの配備等の浸水対策に努める。 

    建築物の所有者等は、雨水浸透ますや雨水貯留施設の設置に努める。 

 

⑥
護
岸
の
整
備 

【課題】大雨時に古川の水位上昇が想定されているため、護岸の整備の促進が必

要である。 

【施策】古川の護岸・調節池等の早期整備を東京都に要請する。 

 

 

 

取組主体：橙色：区による取組 ｜ 青色：区民・事業者による取組 

緊 

緊 

緊 

重 細街路の拡幅 
浸水対策 

建築物の耐震化 

護岸の整備 

不燃化 

土のう 

重 広幅員の道路 

急 
地盤改良 
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（８）高輪周辺地区 

１）高輪周辺地区における災害リスクの現況と課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

凡例

不燃領域率70%未満

安定度の低い急傾斜地

液状化の可能性が高い地点が含まれる

未整備の都市計画道路

細街路（幅員4m未満）

高層建築物

!! 避難所

広域避難場所

都市公園・1000㎡以上の児童遊園

特定緊急輸送道路

その他の緊急輸送道路

町丁目界

地区の境界

1 特定緊急輸送道路：地震発生時に避難や救急・消火活動、緊急物資輸送の大動脈と

なる幹線道路である緊急輸送道路のうち、特に沿道の建築物の耐震化を推進する必

要のある道路 

2 不燃領域率：市街地の延焼性状を評価する指標の一つであり、70%未満の場合、延焼

の可能性があるとされています。 
3 急傾斜地崩壊危険箇所：「①がけ地の傾斜度が 30 度以上」、「②がけ地の高さが 5

ｍ以上」、「③被害想定地域内に人家や公共施設等が存在する」の 3 つの条件を満

たす斜面 

■地震系のリスクの現況と課題 

①東京湾北部地震が発生した場合に想定される建築物全壊棟

数が白金台二丁目を中心として多く、地震発生時には建築

物利用者の被災や道路閉塞が発生する可能性があります。 

②白金台二丁目は不燃領域率 2が低く、火災による延焼が発生

する可能性があります。 

③台地と低地の境界部である地区の縁辺部を中心に、安定度

の低い急傾斜地※が 4か所あります。 

④建築物や構造物の耐震性能が十分でない場合には、地震発

生時に倒壊による道路閉塞の可能性があり、災害時の避難

や物資輸送等に支障をきたす可能性があります。 

①②白金台二丁目は、建築物の倒壊危険度が高いほか、平成

22 年の東京都の調査で、不燃領域率 2 が 70％未満とされ

ており、火災による延焼が発生する可能性があります。 

④地震発生時に特定緊急

輸送道路 1 沿道の建物倒

壊により、道路の閉塞が

発生し、物資輸送等に支

障をきたす可能性があ

ります。 

0 200 400100
m¯

高輪森の公園 

高輪公園 

泉岳寺前 

児童遊園 

三田台公園 

亀塚公園 

三之橋 

古川橋 
補助 14 号線 

放射 3号線 

環状 4号線 

補助 13 号線 

国道 15 号 ※液状化危険度：東京湾北部地震（M7.3）を対象地震として想定しています。（平成 24 年度港区液状化シミュレーション結果より） 

        敷地における地盤改良は反映されていません。また、液状化による影響は建築物の基礎構造によって異なります。 

※安定度の低い急傾斜地：急傾斜地崩壊危険箇所 3のうち、区が平成 23 年度に実施した工作物等基礎調査において、道路、公園に面してい

るがけ・よう壁等を対象に目視調査した結果、安定度が中または小と判定した箇所 

避難所 
 
災害対応施設（区役所、総合支所、 

警察署、消防署、病院） 

施設名

施設名

※ 

※ 
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0 200 400100

m¯

 

■水害系のリスクの現況と課題 

⑤東海豪雨と同様の大雨が降った場合に、床上

浸水が想定される地域が、地区内に点在して

おり、地下鉄駅、地階を有する建築物では浸

水による被害が発生する可能性があります。 

⑥古川の護岸の一部や古川地下調節池が未整備

（平成 27 年度末完成予定）であり、1時間あ

たり 50mm 以上の降雨時には、三田五丁目にお

いて、古川から水があふれ出る可能性があり

ます。 

⑥建築物の地階への浸水により、被害が拡大

する可能性があります。 

⑤地下鉄駅への浸水により、被害が拡大する

可能性があります。 

⑤地下鉄駅への浸水により、被害が拡大する

可能性があります。 

凡例

東海豪雨と同様の大雨による浸水深50cm以上

地階を有する建築物

!! 避難所

町丁目界

地区の境界

⑤建築物の地階への浸水により、被害が拡大

する可能性があります。 

⑥古川の護岸や古川地下調節池が未整備の

ため、古川周辺で浸水被害の可能性があり

ます。 

※大雨による浸水想定区域：東海豪雨（総雨量 589mm，時間最大雨量 114mm）と同様の雨が港区全域に降った場合を想定しています。 

（港区浸水ハザードマップより）

避難所 
 
災害対応施設（区役所、総合支所、 

警察署、消防署、病院） 

施設名

施設名

※ 
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２）高輪周辺地区の地区別構想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

凡例

不燃領域率70%未満

安定度の低い急傾斜地

液状化の可能性が高い地点が含まれる

未整備の都市計画道路

細街路（幅員4m未満）

東海豪雨と同様の大雨による浸水深50cm以上

地階を有する建築物

!! 避難所

広域避難場所

都市公園・1000㎡以上の児童遊園

特定緊急輸送道路

その他の緊急輸送道路

町丁目界

地区の境界

目標：建物倒壊と延焼拡大の危険度の低減を図ります。 

■建築物の不燃化 （②） 緊 

 

・建築物の不燃化 

・消火用水の確保 

■護岸の整備（⑥） 

・古川の護岸・調節池の早期整備の要請 

■浸水対策 （⑤） 緊 

 

 

・浸水リスクの周知、対策の普及・啓発 

・防水板の設置 

・電気設備の上層階への設置 

・土のうの配備 

■建築物の耐震化（①）緊 

・建築物の耐震化 

・耐震化に関する助成の実施 

・耐震診断・耐震改修の実施 

■細街路の拡幅（④a）重 

 

・細街路の拡幅整備 

■がけ・よう壁の対策（③）緊 

 

・斜面の改修・保護 

■道路の整備 （④b）重 

   未整備の都市計画道路 

・都市計画道路の早期整備の要請 

【施策の主体】 

黒色：区・区民・事業者による取組 

橙色：区による取組 

青色：区民・事業者による取組 

【施策の重要度】 

◆区全体 

緊：緊急性が高い 

急：早急に実施 

重：重要  

 

   ：地区内で特に重点的な

実施が必要な施策 

0 200 400100
m¯

不燃領域率70%未満

東海豪雨と同様の大雨による浸水深50cm以上

地階を有する建築物

高輪森の公園 

高輪公園 

泉岳寺前 

児童遊園 

三田台公園 

亀塚公園 

補助 14 号線 

放射 3号線 

環状 4号線 

補助 13 号線 

国道 15 号 

※液状化危険度：東京湾北部地震（M7.3）を対象地震として想定しています。（平成 24 年度港区液状化シミュレーショ

ン結果より）敷地における地盤改良は反映されていません。また、液状化による影響は建築物の基礎

構造によって異なります。 

※大雨による浸水想定区域：東海豪雨（総雨量 589mm，時間最大雨量 114mm）と同様の雨が港区全域に降った場合を想定

しています。（港区浸水ハザードマップより） 

※安定度の低い急傾斜地：急傾斜地崩壊危険箇所のうち、区が平成 23 年度に実施した工作物等基礎調査において、道路、

公園に面しているがけ・よう壁等を対象に目視調査した結果、安定度が中または小と判定し

た箇所 

避難所 
 
災害対応施設（区役所、総合支所、 

警察署、消防署、病院） 

施設名

施設名

※ 

※ 

※ 

安定度の低い急傾斜地

126 

平成 25 年 3 月 31 日時点 

細街路（幅員4m未満）
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■高輪周辺地区における課題と施策一覧 

 

 
 
 
 
●地震系 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【施策の重要度】 

◆区全体   緊：緊急性が高い 急：早急に実施 重：重要  

◆   ：高輪周辺地区で特に重点的な実施が必要な施策 

 

 

●水害系 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①
建
築
物
の
耐
震
化 

【課題】建築物の倒壊危険度が高い白金台二丁目を中心に、地震発生時の建物倒

壊による人的被害や道路閉塞を防止するため、耐震化が必要である。 

【施策】耐震診断及び耐震改修工事等の耐震化に資する助成制度の普及を重点的

に進める。 

耐震性の低い建築物の所有者は、区の助成制度を活用する等して、耐震

診断や新築・改築等の機を捉え、耐震化に努める。 

 

②
建
築
物
の
不
燃
化 

【課題】不燃領域率が 65.0％と低い白金台二丁目を中心に、建築物の不燃化の向

上を図るほか、円滑な初期消火のため消火用水を確保する必要がある。 

【施策】延焼危険度の高い白金台二丁目を中心に、消火用水を確保するとともに、

不燃化の重要性を周知する。 

    耐火性の低い建築物の所有者は、新築・改築等の機を捉え、不燃化に努

める。 

 

③
が
け
・
よ
う
壁
の
対
策 

【課題】地区の縁辺部を中心に、安定度の低い急傾斜地の崩壊を防止するため、

斜面の改修・保護が必要である。 

【施策】安定度の低い急傾斜地に関する周知と対策の実施に関する指導を行う。

公共用地については詳細な調査を実施の上、その結果を踏まえて対策を

実施する。 

安定度の低い急傾斜地の所有者は、斜面の改修・保護に努める。 

 

④
a

細
街
路
の
拡
幅 

【課題】細街路の多い白金台二、三丁目を中心に、地震発生時の道路閉塞を防止

するため細街路の拡幅整備が必要である。 

【施策】細街路の拡幅整備を進める。 

細街路沿道の土地所有者は、新築・改築等の機を捉え細街路の拡幅に努

める。 

 

 

④
b

道
路
の
整
備 

【課題】災害時においても道路機能が確保できるように、都市計画道路の整備が

必要である。 

【施策】未整備の都市計画道路（補助 14 号線）の早期整備を目指すとともに、環

状 4号線、補助 13 号線の早期整備を要請する。 

 

 

 

⑤
浸
水
対
策 

【課題】浸水被害の危険性の高い白金台一丁目、高輪一丁目を中心に、浸水対策

を行うことが必要である。特に、白金台駅、泉岳寺駅や高輪三丁目の地

階を有する建築物等の地下空間では、地下への浸水を防ぐために重点的

に浸水対策を行うことが必要である。 

【施策】ハザードマップにより浸水リスクを周知し、特に不特定多数の利用者が

想定される地下鉄駅等の地下空間を対象に重点的に、浸水対策の実施に

ついて普及・啓発する。また、建築物所有者を対象に雨水浸透、貯留施

設の設置を誘導する。 

    浸水リスクの高い地域の建築物所有者等は、防水板の設置、電気設備の

上層階への設置、土のうの配備等の浸水対策に努める。 

    建築物の所有者等は、雨水浸透ますや雨水貯留施設の設置に努める。 

 

 

⑥
護
岸
の
整
備 

【課題】大雨時に古川の水位上昇が想定されているため、護岸の整備の促進が必

要である。 

【施策】古川の護岸・調節池等の早期整備を東京都に要請する。 

 

 

 

取組主体：橙色：区による取組 ｜ 青色：区民・事業者による取組 

緊 

緊 

重 

緊 

重 

緊 

よう壁 

細街路の拡幅 

浸水対策 

建築物の耐震化 

広幅員の道路 

不燃化 

土のう 

護岸の整備 
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（９）芝浦港南周辺地区 

１）芝浦港南周辺地区における災害リスクの現況と課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

凡例

液状化の可能性が高い地点が含まれる

未整備の都市計画道路

細街路（幅員4m未満）

高層建築物

!! 避難所

広域避難場所

都市公園・1000㎡以上の児童遊園

特定緊急輸送道路

その他の緊急輸送道路

防潮堤

!! 水門

町丁目界

地区の境界

■地震系のリスクの現況と課題（津波を除く） 

①高層建築物 1 が多く存在しており、地震発生時には上層階の揺れ

の増幅やエレベーター停止による上下移動の支障等の高層建築

物 1特有の被害が発生する可能性があります。 

②広い範囲に液状化の可能性が高い地点が含まれる範囲※が存在し

ており、杭基礎でない建築物（戸建て住宅等）や地中に埋設され

ているライフライン、防潮施設等が被害を受ける可能性がありま

す。また、液状化によるマンホールの浮上りや段差の発生により

道路の通行に支障をきたす可能性があります。 

③運河に架かる橋りょうが多く存在しており、老朽化した橋が地震

発生時に通行不能となる可能性があり、避難路が確保できなくな

る可能性があります。 

④地区内を特定緊急輸送道路 2 が通過しており、沿道の建築物の耐

震性能が十分でない場合には、倒壊による道路閉塞が発生し、災

害時の輸送等に支障をきたす可能性があります。 

 

◆「地震に関する地域危険度測定調査（第 6 回）」（東京都，平成 20 年）

によると、芝浦港南周辺地区のすべての町丁目は、「建物倒壊危険度
3」、「火災危険度 4」とも 5 段階評価の“１”となっています（5 が最大）。

芝浦港南周辺地区の耐震性や不燃性は、一定の安全性が確保されて

いると考えられます。 

¯ 0 200 400100
m

③夕凪橋・鹿島橋では橋り

ょうの架け替えを実施

中です。 

②液状化の可能性が高い地点が含まれる範囲※にある避難所では、施

設周辺のライフラインが被災することにより供給が途絶するほ

か、マンホールの浮上りにより、地震発生時の物資輸送が困難と

なる可能性があります。 

②防潮堤や水門が液状化

の可能性が高い地点が

含まれる範囲※にあるた

め、液状化による防潮施

設の沈下・転倒により、

防潮機能が喪失し、津波

被害等が大きくなる可

能性があります。 

④地震発生時に特定緊急

輸送道路沿道の建物倒

壊により、道路の閉塞が

発生し、物資輸送等に支

障をきたす可能性があ

ります。 

③香取橋、霞橋、浜路橋、

芝浦橋では橋りょうの

耐震化を実施する予定

です。 

 

浜路橋 

芝浦橋 

夕凪橋 

霞橋 
香取橋 鹿島橋 

新芝橋 

藻塩橋 

百代橋 八千代橋 

港栄橋 

汐彩橋 

渚橋 

汐路橋 

竹芝橋 

浦島橋 

日の出橋 

新日の出橋 

南浜橋 

末広橋 

新芝浦橋 

東芝浦橋 
浜崎橋 

新浜崎橋 

高浜橋 

新港南橋 

御楯橋 

楽水橋 

天王洲橋 

天王洲大橋 

港南大橋 

レインボー 

ブリッジ 

五色橋 

港南公園 

港南緑水公園 

品川北ふ頭公園 

港南和楽公園 

東八ツ山公園 

杜の公園 

汐の公園 

芝浦中央公園 

こうなん星の公園 

プラタナス公園 

芝浦南ふ頭公園 

埠頭公園 

芝浦公園 

新浜公園 

芝潟橋 

1 高層建築物：概ね高さ 31m に相当する 10 階層以上の建築物 
2 特定緊急輸送道路：地震発生時に避難や救急・消火活動、緊急物資輸送の大動脈となる幹線道

路である緊急輸送道路のうち、特に沿道の建築物の耐震化を推進する必要のある道路 

3 建物倒壊危険度：東京都が、平成 20 年に建物倒壊の危険度を町丁目ごとに測定し、相対評価

により１から５にランク分けした指標（区内ではランクが「４」となる地域あり（最も危険側

のランクは「５」）） 

4 火災危険度：東京都が、平成 20 年に火災の危険度を町丁目ごとに測定し、相対評価により１

から５にランク分けした指標（区内ではランクが「３」となる地域あり（最も危険側のランク

は「５」）） 

高浜公園 

※液状化危険度：東京湾北部地震（M7.3）を対象地震として想定しています。（平成 24 年度港区液状化シミュレーション結果より） 

        敷地における地盤改良は反映されていません。また、液状化による影響は建築物の基礎構造によって異なります。 

避難所 
 
災害対応施設（区役所、総合支所、 

警察署、消防署、病院） 

施設名

施設名

※ 

平成 25 年 3 月 31 日時点 
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1 堤外地：防潮堤 2よりも海側の地域を示します。 

2 防潮堤：台風などによる大波や高潮、津波の被害を防ぐ堤防 

3 アンダーパス：鉄道や道路などの下を通る地下道のことで、雨水等が集中し冠水

しやすい特性があります。 

⑤津波浸水予測区域内の

建築物の地階への浸水

により、被害が拡大する

可能性があります。 

⑤津波による浸水が予測される避難所は、浸水時には開設さ

れませんが、事前を含めて、区民への情報提供や周知等を

十分に図る必要があります。 

⑤浸水予測区域内に存在

するアンダーパス 3 で

は、浸水時に通行者等の

被害が拡大する可能性

があります。 

¯ 0 200 400100
m

⑤津波浸水予測区域内の

木造建築物は、津波の浸

水深によっては、家屋の

破壊が発生する可能性

があります。 

海岸三丁目は、津波浸水

予測区域内の木造住宅

数が、地区内では最多の

25 棟となっています。 

■地震系のリスクの現況と課題（津波） 

 

⑤区内で、津波による浸水が予測される地区の一つです。 

津波による浸水が、芝浦一、二丁目や海岸二、三丁目を中

心に分布（市街地内の最大浸水深は 1.1m）しており、建築

物や地下空間の浸水、道路の冠水による通行の支障等が発

生する可能性があります。 

特に木造建築物は、津波襲来時に津波による被害を受けや

すいと想定され、３階以上の建築物に避難する等の対策が

必要です。 

堤外地 1 で土地利用が進んでおり、日の出ふ頭等の津波に

よる浸水が予測される範囲を中心に、津波襲来時の避難対

応等を進める必要があります。 

⑤津波浸水予測区域には含まれていませ

んが、アンダーパス 3 は冠水しやすい施

設であることから、津波発生時の被害の

防止に配慮する必要があります。 

⑤津波浸水予測区域内の建築物の地階への浸水により、被害

が拡大する可能性があります。 

凡例

津波浸水予測区域

地階を有する建築物

高層建築物

!! アンダーパス

!! 避難所

特定緊急輸送道路

その他の緊急輸送道路

防潮堤

!! 水門

町丁目界

地区の境界

※津波浸水予測区域：元禄型関東地震（M8.2）が発生した場合の、防潮施設機能不全（防潮堤 2、河川護岸損傷、水門開放）、液状化による沈下 50cm の条件（区が想定する 4 ケースのう

ち最悪のケース）を想定しています。（平成 24 年度港区津波シミュレーション結果より） 

避難所 
 
災害対応施設（区役所、総合支所、 

警察署、消防署、病院） 

施設名

施設名

※ 
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■水害系のリスクの現況と課題 

⑥東海豪雨と同様の大雨が降った場合に、床上

浸水が想定される地域が、港南二丁目を中心

にあり、地階を有する建築物やアンダーパス
1では、浸水の流入による被害が発生する可能

性があります。 

⑦港南五丁目の全域と海岸二、三丁目の一部が

堤外地 2となっており、高潮により浸水被害が

発生する可能性があります。 

1 アンダーパス：鉄道や道路などの下を通る地下道のことで、雨水

等が集中し冠水しやすい特性があります。 

2 堤外地：防潮堤 3よりも海側の地域を示します。 

3 防潮堤：台風などによる大波や高潮、津波の被害を防ぐ堤防 

⑥アンダーパス 1 の浸水時に通行者等の

被害が拡大する可能性があります。 

⑥浸水予測区域内に存在するアンダーパス 1 で

は、浸水時に通行者等の被害が拡大する可能

性があります。 

¯ 0 200 400100
m

⑦堤外地 2 では、高潮により浸水被害が

発生する可能性があります。 
⑥建築物の地階への浸水により、被害が拡大す

る可能性があります。 

凡例

東海豪雨と同様の大雨による浸水深50cm以上

!! アンダーパス

地階を有する建築物

!! 避難所

防潮堤

!! 水門

町丁目界

地区の境界

※大雨による浸水想定区域：東海豪雨（総雨量 589mm，時間最大雨量 114mm）と同様の雨が港区全域に降った場合を想定しています。（港区浸水ハザードマップより） 

避難所 
 
災害対応施設（区役所、総合支所、 

警察署、消防署、病院） 

施設名

施設名

※ 
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２）芝浦港南周辺地区の地区別構想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

凡例

液状化の可能性が高い地点が含まれる

未整備の都市計画道路

細街路（幅員4m未満）

津波浸水予測区域

東海豪雨と同様の大雨による浸水深50cm以上

!! アンダーパス

地階を有する建築物

!! 避難所

広域避難場所

都市公園・1000㎡以上の児童遊園

特定緊急輸送道路

その他の緊急輸送道路

防潮堤

!! 水門

町丁目界

地区の境界

目標：津波・液状化対策を中心に、高層建築物の特性の活用と特有の課題の解決を図ります。 

■浸水対策 （⑥） 緊 

 

 

 

・浸水リスクの周知、対策の普及・啓発 

・アンダーパスでの情報板の設置 

・防水板の設置 

・電気設備の上層階への設置 

・土のうの配備 

■液状化対策 （①）急 

 

・地盤改良等の対策 

・液状化リスクの周知 

・対策の普及・啓発 

■高層建築物の対策（②）急 

・家具転倒防止 

・エレベーターの耐震化 

・備蓄、ライフライン機能の確保 

・避難空間の確保 

■防潮施設の整備 （⑦） 

 

 

・防潮施設の耐震化等の要請 

・堤外地における浸水リスクの注意喚起 

■津波対策 （⑤） 緊 

津波浸水予測区域 

・津波リスクの周知、対策の普及・啓発 

・海抜標示板の設置 

・津波避難ビルの指定 

・電気設備の上層階への設置 

・土のうの配備 

■橋りょうの耐震化 （③）緊 

・夕凪橋、鹿島橋の架替え 

・香取橋、霞橋、浜路橋、芝浦橋の耐震化 

¯ 0 200 400100
m

【施策の主体】 

黒色：区・区民・事業者による取組 

橙色：区による取組 

青色：区民・事業者による取組 

【施策の重要度】 

◆区全体 

緊：緊急性が高い 

急：早急に実施 

重：重要  

 

   ：地区内で特に重点的な

実施が必要な施策 

■沿道建築物の耐震化（④）重 

   特定緊急輸送道路 

・耐震化に関する助成の実施 

・耐震診断・耐震改修の実施 

東海豪雨と同様の大雨による浸水深50cm以上

!! アンダーパス

地階を有する建築物

港南緑水公園 

品川北ふ頭公園 

港南和楽公園 

東八ツ山公園 

杜の公園 

汐の公園 

芝浦中央公園 

こうなん星の公園 

プラタナス公園 

芝浦南ふ頭公園 

埠頭公園 

芝浦公園 

新浜公園 

夕凪橋 

鹿島橋 

防潮堤

!! 水門

浜路橋 

芝浦橋 

霞橋 

香取橋 

港南公園 

港南和楽公園 

※液状化危険度：東京湾北部地震（M7.3）を対象地震として想定しています。

（平成 24 年度港区液状化シミュレーション結果より） 

敷地における地盤改良は反映されていません。また、液状

化による影響は建築物の基礎構造によって異なります。 

※津波浸水予測区域：元禄型関東地震（M8.2）が発生した場合の、防潮施設

機能不全（防潮堤、河川護岸損傷、水門開放）、液状

化による沈下 50cm の条件（区が想定する 4 ケースの

うち最悪のケース）を想定しています。 

（平成 24 年度港区津波シミュレーション結果より） 

※大雨による浸水想定区域：東海豪雨（総雨量 589mm，時間最大雨量 114mm）

と同様の雨が港区全域に降った場合を想定し

ています。（港区浸水ハザードマップより） 

避難所 
 
災害対応施設（区役所、総合支所、 

警察署、消防署、病院） 

施設名

施設名

※ 

※ 

※ 
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平成 25 年 3 月 31 日時点 

液状化の可能性が高い地点が含まれる
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■芝浦港南周辺地区における課題と施策一覧 

 

 

 
 
 
●地震系（津波以外） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

【施策の重要度】 

◆区全体   緊：緊急性が高い 急：早急に実施 重：重要  

◆   ：芝浦港南周辺地区で特に重点的な実施が必要な施策 

 

 

●地震系（津波） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●水害系 

 

①
液
状
化
対
策 

【課題】芝浦港南地区では液状化の可能性が高い地点が含まれる範囲が広く分布

しているため、液状化対策が必要である。 

【施策】液状化リスクを周知するとともに、ライフライン企業者に対して避難所

等の災害応急対応施設周辺の液状化対策の早期実施を要請する。 

液状化リスクのある地域の建築物の所有者は、地盤改良等の液状化対策

に主体的に取り組む。また、ライフライン企業者は、災害応急対応施設

周辺の管路等の液状化対策の早期実施に努める。 

 

②
高
層
建
築
物
の
対
策 

【課題】高層建築物では、長周期地震動への対応やエレベーター停止等による上

下移動への負担など、特有の被害への対応が必要である。 

【施策】エレベーターの耐震化や、家具転倒防止装置の設置、ライフライン機能

の確保のほか、７日間程度の備蓄等を行うよう普及・啓発する。  

区民・事業者は、エレベーターの耐震化や家具転倒防止装置の設置、ラ

イフライン機能の確保や７日間程度の備蓄等に努める。また、敷地内に

住民等の避難空間の確保に努める。 

 

③
橋
り
ょ
う
の
耐
震
化 

【課題】落橋等により、避難路が確保できなくなることを防止するため、橋りょ

うの架替えや耐震補強工事を計画的に行うことが必要である。 

【施策】平成 24 年度から平成 27 年度にかけて、夕凪橋、鹿島橋の架替え工事を

実施する。また、香取橋、霞橋、浜路橋、芝浦橋については耐震補強工

事を早期に実施する。  

 

 

④
沿
道
建
築
物
の
耐
震
化

【課題】緊急輸送道路沿道の建物倒壊による物資輸送等への支障を防止するため、

沿道建築物の耐震化が必要である。 

【施策】東京都等と連携して沿道建築物の所有者に対する耐震診断助成や耐震改

修の働きかけなど、物資輸送機能の確保に向けた対策を進める。 

    特定緊急輸送道路沿道の建築物の所有者等は、東京都の条例に従い、耐

震診断や耐震補強等を行う。 

 

⑤
津
波
対
策 

【課題】津波の浸水が想定される地域では、津波による浸水対策を行うことが必

要である。 

【施策】津波ハザードマップにより津波リスクを周知し、浸水対策の実施につい

て普及・啓発する。また、津波による浸水が想定される地域を中心に海

抜標示板の設置を重点的に実施するとともに、浸水予測区域周辺の堅牢

な高層建築物を対象に、津波避難ビルを指定する。 

建築物の所有者等は、浸水リスクのある地域では、地下空間を中心に、

電気設備の上層階への設置や土のうの配備等の対策に努める。 

 

⑥
浸
水
対
策 

【課題】浸水が想定される港南一、二丁目を中心に、地下への浸水を防ぐために

重点的に浸水対策を行うことが必要である。 

【施策】ハザードマップにより浸水リスクを周知し、特に不特定多数の利用者が

想定される地下空間を対象に重点的に、浸水対策の実施について普及・

啓発する。また、建築物所有者を対象に雨水浸透、貯留施設の設置を誘

導する。 

    浸水が想定される地域の建築物所有者等は、防水板の設置、電気設備の

上層階への設置や土のうの配備等の浸水対策に努める。 

    建築物の所有者等は、雨水浸透ますや雨水貯留施設の設置に努める。 

 

 

⑦
防
潮
施
設
の
整
備 

【課題】港南五丁目を中心に、堤外地が見られるため、高潮による浸水リスクの

注意喚起等が必要である。 

【施策】東京都が公表した海岸保全施設整備計画を踏まえ、東京都に対して防潮

施設の耐震化等の要請をするとともに、堤外地における浸水リスクの注

意喚起を行う。 

 

取組主体：橙色：区による取組 ｜ 青色：区民・事業者による取組 

急 

急 

緊 

緊 

緊 

重 

地盤改良 

浸水対策 

沿道の耐震化 

海抜標示板 

防潮堤 

橋りょう 

エレベーター 
閉じ込め対策用品 

土のう 
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（10）台場地区 

１）台場地区における災害リスクの現況と課題 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

凡例

液状化の可能性が高い地点が含まれる

津波浸水予測区域

地階を有する建築物

高層建築物

!! 避難所

広域避難場所

都市公園・1000㎡以上の児童遊園

特定緊急輸送道路

その他の緊急輸送道路

防潮堤

町丁目界

■地震系・水害系のリスクの現況と課題 

①震度５弱以上の地震発生時にはレインボーブリッジが通行止

めになる場合があり、芝浦港南地区とのアクセスができなく

なる可能性があります。 

②液状化の可能性が高い地点が含まれる範囲※では、地中に埋設

されているライフライン、道路等が液状化の被害を受ける可

能性があります。 

③高層建築物 3が多く存在しており、地震発生時には上層階の揺

れの増幅やエレベーター停止による上下移動の支障等の被害

を受ける可能性があります。 

④地区内は概ね海抜 5m 以上で、津波による浸水の危険性は少な

いと考えられますが、堤外地 1 であるお台場海浜公園内等で

は、滞留者が被災する可能性があります。 

⑤堤外地 1では、高潮による浸水の可能性が高くなっています。 

 

◆「地震に関する地域危険度測定調査（第 6 回）」（東京都，平成 20

年）によると、台場のすべての町丁目は、「建物倒壊危険度 4」、「火

災危険度 5」とも 5 段階評価の“１”となっています（5 が最も危険）。

台場の建築物の耐震性や不燃性は、一定の安全性が確保されて

いると考えられます。 

1 堤外地：防潮堤 2よりも海側の地域を示します。 

2 防潮堤：台風などによる大波や高潮、津波の被害を防ぐ堤防 

3 高層建築物：概ね高さ 31m に相当する 10 階層以上の建築物 

4 建物倒壊危険度：東京都が、平成 20 年に建物倒壊の危険度を町丁目ごとに測定し、相対

評価により１から５にランク分けした指標（区内ではランクが「４」となる地域あり（最

も危険側のランクは「５」）） 

5 火災危険度：東京都が、平成 20 年に火災の危険度を町丁目ごとに測定し、相対評価によ

り１から５にランク分けした指標（区内ではランクが「３」となる地域あり（最も危険側

のランクは「５」）） 

0 200 400100
m

①屈指の観光客の集客のある地区

であることから、地震発生時の大

量の帰宅困難者の発生や、パニッ

ク発生等を含めた二次被害が発

生する可能性があります。 

②液状化の可能性が高い地点が含ま

れる範囲に避難所があり、施設周

辺の管路等の被害によるライフラ

インの停止の可能性があります。 

①地震発生時には、レインボーブリッ

ジが通行止めになることにより、芝

浦港南地区とのアクセスが著しく

低下する可能性があります。 

④堤外地 1 であるお台場海浜公園では、滞留者が

津波により被災する可能性があります。 

海抜 5.8m 

海抜 5.9m 

海抜 0.9m 

海抜 5.3m 

海抜 6.0m 

⑤堤外地 1 では、高潮による浸水の可能性が高くなっています。 

¯

お台場海浜公園 

お台場レインボー公園 

台場公園 

有明橋 

のぞみ橋 

レインボーブリッジ 

※液状化危険度：東京湾北部地震（M7.3）を対象地震として想定しています。（平成 24 年度港区液状化シミュレーション結果より） 

敷地における地盤改良は反映されていません。また、液状化による影響は建築物の基礎構造によって異なります。 

※津波浸水予測区域：元禄型関東地震（M8.2）が発生した場合の、防潮施設機能不全（防潮堤 2、河川護岸損傷、水門開放）、液状化による沈下 50cm の

条件（区が想定する 4 ケースのうち最悪のケース）を想定しています。（平成 24 年度港区津波シミュレーション結果より） 

避難所 
 
災害対応施設（区役所、総合支所、 

警察署、消防署、病院） 

施設名

施設名

※ 

※ 

平成 25 年 3 月 31 日時点 
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２）台場地区の地区別構想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

凡例

液状化の可能性が高い地点が含まれる

津波浸水予測区域

地階を有する建築物

!! 避難所

広域避難場所

都市公園・1000㎡以上の児童遊園

特定緊急輸送道路

その他の緊急輸送道路

防潮堤

町丁目界

目標：台場地区の立地特性や観光客が多いという地域特性に対応した防災への取組を推進します。 

■液状化対策 （②）急 

 

・地盤改良等の対策 

・液状化リスクの周知 

・対策の普及・啓発 

【施策の主体】 

黒色：区・区民・事業者による取組 

橙色：区による取組 

青色：区民・事業者による取組 

【施策の重要度】 

◆区全体 

緊：緊急性が高い 

急：早急に実施 

重：重要  

 

   ：地区内で特に重点的な

実施が必要な施策 

■防潮施設の整備 （⑤） 

 

・防潮施設の耐震化等の要請 

・堤外地における浸水リスクの注意喚起 

■高層建築物の対策（③）急 

・家具転倒防止 

・備蓄、ライフライン機能の確保 

・避難空間の確保 

■交通途絶時の対応 （①）急 

・帰宅困難者等のための一時受入れ場所の確保  

・海上輸送の検討の要請 

■津波対策（④）緊 

津波浸水予測区域 

・津波リスクの周知 

・海抜標示板の設置 

・津波情報周知のための伝達手段の確保 

¯ 0 200 400100
m

お台場海浜公園 

お台場レインボー公園 

台場公園 

防潮堤

※液状化危険度：東京湾北部地震（M7.3）を対象地震として想定しています。（平成 24 年度港区液状化シミュレーション結果より） 

敷地における地盤改良は反映されていません。また、液状化による影響は建築物の基礎構造によって異なります。 

※津波浸水予測区域：元禄型関東地震（M8.2）が発生した場合の、防潮施設機能不全（防潮堤、河川護岸損傷、水門開放）、液状化による沈下 50cm の条件（区

が想定する 4 ケースのうち最悪のケース）を想定しています。（平成 24 年度港区津波シミュレーション結果より） 

避難所 
 
災害対応施設（区役所、総合支所、 

警察署、消防署、病院） 

施設名

施設名

※ 

※ 
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平成 25 年 3 月 31 日時点 

液状化の可能性が高い地点が含まれる
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■台場地区における課題と施策一覧 

 

 

 

 

●地震系（津波を除く） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【施策の重要度】 

◆区全体   緊：緊急性が高い 急：早急に実施 重：重要  

◆   ：台場地区で特に重点的な実施が必要な施策 

 

●地震系（津波）水害系 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①
交
通
途
絶
時
の
対
応 

【課題】地震災害時にレインボーブリッジが通行止めになることで、芝浦港南地

区とのアクセスができなくなる可能性があるため、観光客が多いと想定

される台場での帰宅困難者に関する対策が必要である。 

【施策】事業者等と協定を結び、帰宅困難者の一時受入れ場所や物資の保管場所

を重点的に確保する。更に、帰宅困難者の海上・水上輸送について関係

機関に要請する。 

    事業者は、帰宅困難者対策のための備蓄や一時受入れ場所の確保に努め

る。 

 

②
液
状
化
対
策 

【課題】台場では液状化の可能性が高い地点が含まれる範囲が広く分布している

ため、液状化対策が必要である。 

【施策】液状化リスクを周知するとともに、ライフライン企業者に対して避難所

等の災害応急対応施設周辺の液状化対策の早期実施を要請する。 

液状化リスクのある地域の建築物の所有者は、地盤改良等の液状化対策に

主体的に取り組む。また、ライフライン企業者は、災害応急対応施設周辺

の管路等の液状化対策の早期実施に努める。 

 

③
高
層
建
築
物
の
対
策 

【課題】高層建築物では、長周期地震動への対応やエレベーター停止等による上

下移動への負担など、特有の被害への対応が必要である。 

【施策】家具転倒防止装置の設置、ライフライン機能の確保のほか、７日間程度

の備蓄等を行うよう普及・啓発する。  

区民・事業者は、家具転倒防止装置の設置、ライフライン機能の確保や

７日間程度の備蓄等に努める。また、敷地内に住民等の避難空間の確保

に努める。 

 

④
津
波
対
策 

【課題】津波の浸水が想定される堤外地では、津波の危険性の周知を行うことが

必要である。 

【施策】津波ハザードマップにより津波リスクについて普及・啓発する。また、

堤外地を含め海抜標示板の設置を重点的に実施するとともに、浸水予測

区域周辺の堅牢な高層建築物を対象に、津波避難ビルを指定する。更に、

来訪者への津波情報周知のための伝達手段を確保する。 

 

 

⑤
防
潮
施
設
の
整
備 

【課題】台場海浜公園等では堤外地が見られる。 

【施策】東京都が公表した海岸保全施設整備計画を踏まえ、東京都に対して防潮

施設の耐震化等の要請をするとともに、堤外地における浸水リスクの注

意喚起を行う。 

 

 

 

 

取組主体：橙色：区による取組 ｜ 青色：区民・事業者による取組 

急 

急 

急 

地盤改良 

緊 
レインボー 
ブリッジ 

海抜標示板 

防潮堤 

エレベーター 
閉じ込め対策用品 
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